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ラザーズ破綻に始まった世界的な景気後退は、開発途上国経済にも深刻な影響を与えた。しかし、影響の深刻さや、政策対応 ついては個別国、および地域による違いが大きい。最も深刻な影響を受けた地域 中・東欧 ＣＩＳ諸国であり、逆に、アジア地域は、少なくとも成長率で見る限り影響の度合いは比較的小さかった。ただし、同一地域内でも影 大きさにはばらつきが ること は注意が必要だ。　
また、問題の発端となったアメ
































































続く途上国における外貨準備蓄積を志向する政策は、今後も続くのかという点である。こ は、途上国がリーマンショック後の混乱を乗り切るに当たっては有利に働いた。 しかし、 一方でリーマンショックの背景となったグローバル・インバランスの一因ともなった。　
第三は、通貨統合の是非が問わ
れる欧州地域 動向であ 。西欧の周辺諸国と中東欧諸国における経済改革にたいする「本気さ」の違いは、今後も継続するのかどうか。また、経済危機は、こ 地域における経済統合の進展を阻害する要因となるのか 促進する要因となるのかという点である。（くにむね
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